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今月の主な内容
● 村内小学校・保育園で運動会が開催されました　P２・３
● 健康保険証の新規発行が終了します　P４
● ふれあい協定 天白区 区制50周年記念　P５
● らくらく窓口証明書交付サービスをご利用ください　P６

11月３日(日)　中川村文化祭ステージの部

Public Relations NAKAGAWAPublic Relations NAKAGAWA
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10月初旬、小学校で運動会が開催されました。
子ども一人ひとりが全力で取り組み、すばらし
い運動会となりました。スポーツの 秋   運 動 会

６
10

日

６
10

日

H
ハ ピ ネ ス
appiness ～笑顔でかける最

さいこう
幸の虹～

借り人 色水リレー

引け引け綱引き

電光石火

31人の笑顔・最幸到達点

カーニバル～未来の光～

あそぼー

走れ、３年生！
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待ちに待った運動会！この日
に向けて一生懸命練習してき
た成果を元気いっぱいに披露
しました。

スポーツの 秋   運 動 会

12
10

土

13
10

日

かにかにがわへLet's Go !!くだものパレード

よさこいうさぎソーラン

みんなの“わ”

全力ヒッパレー

きゃりーぱぱまま

咲かそう！さくらスマイル みんなでよーいどん！

 
 

親子ゆり組

さくら組

りす・うさぎ
・きりん組

親子きりん組

すみれ組

うさぎ組



マイナンバー
PRキャラクター
マイナちゃん

2024（R6）. 11. 15 4

　
国
か
ら
示
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
原
則
一
体
化
の
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
12
月

２
日
に
保
険
証
の
新
規
発
行
お
よ
び
再
発
行
が
終
了
し
ま
す
。
終
了
日
以
降
は
基
本
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
仕
組
み
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
に
移
行
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

登
録
に
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

終
了
日
時
点
で
発
行
済
み
の
保
険

証
は
、
改
正
法
の
経
過
措
置
に
よ
り

終
了
日
か
ら
最
長
１
年
間
は
引
き
続

き
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
そ
の
１
年
よ
り
も
前
に
保
険

証
の
有
効
期
限
が
到
来
す
る
場
合

は
、
そ
の
有
効
期
限
ま
で
使
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

社
会
保
険
の
加
入
者
は
、
現
行
の

保
険
証
に
有
効
期
限
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
経
過
措
置
に
よ
り
１

年
間
（
令
和
７
年
12
月
１
日
）
ま
で

現
行
の
保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
は
、
現
行
の
保
険

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
方
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
保
険
証
利
用
登

録
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
現
行
の

保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前

に
、
申
請
す
る
こ
と
な
く
「
資
格
確

認
書
」を
交
付
し
ま
す
。
医
療
機
関
・

薬
局
を
受
診
す
る
際
に
、
資
格
確
認

書
を
提
示
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
紛
失
し

た
場
合
に
は
、
申
請
い
た
だ
く
こ
と

で
資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

保
険
証
の
利
用
登
録
が
な
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保

険
証
）
を
お
持
ち
の
方
が
、
利
用
登

録
の
解
除
を
希
望
す
る
場
合
は
登
録

解
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
申
請
先

は
ご
自
身
の
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
な
ど
で
あ
り
、
中
川
村
役
場
で

は
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
毎
年
７
月
下
旬
頃
に
保
険
証

の
一
斉
更
新
を
行
い
、
８
月
１
日
か

ら
１
年
間
有
効
な
保
険
証
を
送
付
し

て
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
同
時
期
に

一
斉
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
と
そ

う
で
な
い
方
で
取
り
扱
い
が
変
わ
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

　
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
送

付
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
「
資
格
確
認
書
」を
送
付
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

℡
88

−

３
０
１
９

▼
申
請
窓
口

　

保
健
福
祉
課

※
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
が
解

除
さ
れ
た
後
で
も
、
再
度
利
用
登

録
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
手
続
き
方
法
は
初
回
登

録
と
同
様
で
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
現
行
の
保
険
証
が
終
了
す
る
前

に
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
交

付
し
ま
す
。
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

に
は
、ご
自
身
の
資
格
情
報
（
記
号
・

番
号
、
自
己
負
担
割
合
、
有
効
期
限

な
ど
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
み
で
医

療
機
関
・
薬
局
を
受
診
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

今
お
持
ち
の
健
康
保
険
証

は
有
効
期
限
が
切
れ
る
ま

で
使
用
で
き
ま
す

令
和
６
年
12
月
２
日
に

 　

健
康
保
険
証
の

　

 　

新
規
発
行
が
終
了
し
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
「
資
格
確

認
書
」
を
交
付
し
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
に
は
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」を
交
付
し
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
登
録

の
解
除
申
請
を
受
け
付
け

ま
す

来
年
度
（
令
和
７
年
度
）

の
国
民
健
康
保
険
証
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の

一
斉
更
新
に
つ
い
て

証
の
有
効
期
限
（
令
和
７
年
７
月
31

日
）
ま
で
現
行
の
保
険
証
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
格
確
認
書
（
イ
メ
ー
ジ
）

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（はがき型） （カード型）
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天
白
区
と
の
交
流

　

名
古
屋
市
天
白
区
と
の
交
流
は
、

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）
に
中
川

村
の
「
都
市
と
農
村
交
流
会
」
と
天

白
区
の
「
天
白
区
婦
人
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
絡
協
議

会
」
と
の
間
で
「
交
流
に
関
す
る
覚

書
」
が
交
わ
さ
れ
、
レ
ク
バ
レ
ー
以

外
に
も
、
天
白
区
区
民
ま
つ
り
で
の

農
産
物
の
販
売
な
ど
の
交
流
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
ク
バ
レ
ー
を
中
心
と

し
た
交
流
が
10
年
経
過
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
行
政
に
窓
口
を
設
け
て
交

流
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平

成
10
年
（
１
９
９
８
年
）
10
月
25
日

の
天
白
区
区
民
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
、
村
の
関
係
者
が
天
白
区
を
訪
問

し
、協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
と
人
と
の
交
流

が
難
し
く
な
り
、
天
白
区
と
の
交
流

も
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５

年
（
２
０
２
３
年
）
に
は
、
コ
ロ
ナ

も
５
類
に
移
行
し
、
４
年
ぶ
り
に
天

白
区
区
民
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
村

も
農
産
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
協
定
25
周
年
と

し
て
、
天
白
区
の
関
係
者
が
村
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年（
２
０
２
４
年
）に
は
、

第
30
回
中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
に
、

水
野
天
白
区
長
と
平
針
木
遣
り
音
頭

保
存
会
の
み
な
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
出

演
す
る
な
ど
、
再
び
交
流
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

区
制
50
周
年
記
念

　

区
制
50
周
年
を
記
念
し
て
、
村
の

り
ん
ご
に
周
年
マ
ー
ク
を
色
づ
け
す

る
企
画
が
立
ち
上
が
り
、
９
月
８
日

（
日
）
に
天
白
区
の
関
係
者
５
人
が

信
州
く
だ
も
の
村
富
永
農
園
株
式
会

社
の
り
ん
ご
に
シ
ー
ル
を
貼
り
に
訪

れ
ま
し
た
。

か
ぼ
っ
ち
健
康
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
３
日
（
日
）
に
名
古
屋
市

農
業
セ
ン
タ
ー
「
ｄ
ｅ
ｌ
ａ
ふ
ぁ
ー

む
」
で
区
制
50
周
年
記
念
か
ぼ
っ
ち

健
康
フ
ェス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
は
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
、
ね

ぎ
な
ど
の
農
産
物
や
ジ
ュ
ー
ス
、

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
し
ま

し
た
。

中川村と「ふれあい協定」を結ぶ名古屋市天白区が
今年度で区制50周年を迎えます。

どんちゃん祭りステージ出演

交流懇親会（昨年）
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▼
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス
と
は

　

役
場
窓
口
に
設
置
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
、
簡
単
な
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
の
操
作
で
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
申
請
書
の

記
入
や
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
不

要
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機

（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
と
同
様
の
操

作
方
法
の
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
証
明

書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

操
作
方
法
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
方

　

中
川
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

▼
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
数

字
４
桁
の
暗
証
番
号
）
が
搭
載
さ

れ
た
も
の
。

▼
利
用
で
き
る
場
所

　

住
民
税
務
課
①
番
窓
口
（
役
場
正

面
入
口
）

▼
利
用
で
き
る
時
間

　

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

※
役
場
開
庁
日
以
外
（
土
日
祝
日
、

年
末
年
始
な
ど
）
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
取
得
で
き
る
証
明
書
と
手
数
料

・
住
民
票
の
写
し�

３
０
０
円

・
印
鑑
登
録
証
明
書�

３
０
０
円

・
戸
籍
証
明
書�

４
５
０
円

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し�

３
０
０
円

・
税
証
明
書
（
所
得
証
明
書
）

�

３
０
０
円

▼
利
用
方
法

⑴
住
民
税
務
課
①
番
窓
口
に
設
置
の

専
用
パ
ソ
コ
ン
で
、「
証
明
書
交

付
の
申
請
を
開
始
す
る
」
ボ
タ
ン

を
押
す
。

⑵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
上
に
置
く
。

⑶
利
用
者
証
明
用
暗
証
番
号
（
数
字

４
桁
）
を
入
力
す
る
。

⑷
必
要
な
証
明
書
を
選
択
す
る
。

⑸
必
要
な
部
数
を
入
力
す
る
。

⑹
内
容
確
認
後
、「
確
定
」
す
る
ボ

タ
ン
を
押
す
。

⑺
受
付
票
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ

を
住
民
税
務
課
①
番
窓
口
で
渡
す
。

⑻
手
数
料
を
支
払
い
、
証
明
書
を
受

け
取
る
。

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
88

−

３
０
１
８

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
住
民
係
・
税
務
係

℡
88

−

３
０
１
８

　

会
計
室�

℡
88

−

３
０
４
７

　

詳
し
く
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

役
場
窓
口
で
発
行
す
る
各
種
証
明

書
等
交
付
手
数
料
の
支
払
い
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。

▼
利
用
可
能
な
決
済
手
段

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
電
子
マ
ネ
ー

・
コ
ー
ド
決
済

▼
利
用
可
能
な
窓
口

　

住
民
税
務
課
、
会
計
室

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
可
能
な
手

数
料
な
ど

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明

・
戸
籍
謄
抄
本

・
各
種
証
明
（
所
得
証
明
、
納
税
証

明
、
固
定
資
産
評
価
証
明
）
な
ど

・
コ
ピ
ー
代

▼
注
意
事
項

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
現
金
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
役
場
窓
口
で
の
入
金
（
チ
ャ
ー

ジ
）
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
入
金
（
チ
ャ
ー
ジ
）
を
し
た
う

え
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
ご
利
用
者
都
合
に
よ
る
取
消
返
金

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

・
各
窓
口
で
取
扱
可
能
な
手
数
料
な

ど
科
目
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
各
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
利
用
可
能
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
種
類
は
、
今
後
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

利
用
可
能
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
名
に

つ
い
て
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

役
場
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す

キャッシュレス
決済サービス
記事ID：9475

らくらく窓口
証明書交付
サービスについて
記事ID：10741

キャッシュレス決済のイメージ

利用イメージ

設置写真



№558広報7

　

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、「
秋
の
こ

ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
の
取
り
組
み

の
１
つ
と
し
て
、
11
月
を
『
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
期
間
と
し
、
児
童

虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の

喚
起
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
児
童
相
談
所
へ
の
児
童

虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
命
が
失

［
身
体
的
虐
待
］

　

蹴
る
、
殴
る
、
熱
湯
を
か
け
る
な

ど
傷
を
負
わ
せ
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
家
の
外
に
閉
め
出
す
、
赤
ち
ゃ

ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
な
ど
。

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
と
は

　

赤
ち
ゃ
ん
は
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
と
、
首
の
筋
肉
が
未
発
達
な
た
め

に
脳
が
衝
撃
を
受
け
や
す
く
、
脳
の

損
傷
に
よ
る
重
大
な
障
が
い
を
負
う

こ
と
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
を
落

と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
も
起
き
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
る
こ
ど
も
や
保
護
者
は
い
ま
せ

ん
か
？

　
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
保
健
福
祉
課
ま

た
は
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
、
飯

田
児
童
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

［
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）］

　

子
ど
も
の
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮

を
怠
る
、
乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外

出
す
る
、
適
切
な
衣
食
住
を
与
え
ず

放
置
、
車
内
に
放
置
す
る
な
ど
。

［
心
理
的
虐
待
］

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
き
ょ
う
だ
い

間
で
の
差
別
的
扱
い
、
無
視
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
の
暴

力
・
暴
言
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
。

［
性
的
虐
待
］

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
テ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

●
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
て
！

●
児
童
相
談
所
虐
待

　
対
応
ダ
イ
ヤ
ル「
１
８
９
」

（
全
国
共
通
）

●
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に

●
児
童
虐
待
と
は

［
子
ど
も
の
サ
イ
ン
］

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る
。

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ

る
。

・
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る
。

・
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い
。

［
保
護
者
の
サ
イ
ン
］

・
地
域
な
ど
と
の
交
流
が
少
な
く
孤

立
し
て
い
る
。

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま

ま
外
出
し
て
い
る
。

・
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否

的
、
無
関
心
で
あ
る
。

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然

な
説
明
を
す
る
。

　

相
談
者
の
身
元
は
決
し
て
明
か
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
調
査
を
し
た
結

果
、
虐
待
で
は
な
か
っ
た
場
合
に
相

談
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

相
談
や
情
報
提
供
は
子
ど
も
と
保

護
者
を
守
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。
将
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も

た
ち
を
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
と
き
な
ど

に
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通
告
・

相
談
が
で
き
る
全
国
共
通
の
電
話
番

号
で
す
。

　
「
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ

ル
『
１
８
９
』」
に
か
け
る
と
お
近

く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

中
川
村
の
管
轄
は
飯
田
児
童
相
談

所
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
児
童
相
談
所

　
　

℡
０
２
６
５

−

　
　
　
　

25

−

８
３
０
０

　

保
護
者
の
急
病
、
外
出
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
に
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
子
ど
も
を
預
か
る

サ
ー
ビ
ス
や
産
前
産
後
を
支
え
る
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

　

村
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童
が

利
用
で
き
ま
す
。

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

育
児
援
助
を
受
け
た
い
方
と
育
児

援
助
を
行
い
た
い
方
が
会
員
と
な
り
、

会
員
同
士
で
助
け
合
う
事
業
で
す
。

③
一
時
保
育
事
業

　

家
庭
で
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
未
就
学
児
を
預
か
り
ま
す
。

④
病
児
・
病
後
保
育
事
業

　

病
気
療
養
中
ま
た
は
回
復
途
中
の

小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
家
庭

で
の
療
養
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
専
門

の
保
育
施
設
で
保
育
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

℡
88

−

３
０
１
９

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
と
は

　
子
ど
も
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
」
を
広
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
虐
待
を
な
く
す
こ
と
を
呼
び
か

け
る
市
民
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
通
し
て
子
ど
も
の

虐
待
の
現
状
を
伝
え
、
多
く
の
方

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
虐
待

の
な
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

なかがわ村
子育て応援サイト

『
い
ち
は
や
く
（
１
８
９
）

気
づ
い
て
あ
げ
て
そ
の
サ
イ
ン
』

虐待から
守ろう
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「
障
害
者
週
間
」
は
障
が
い
福
祉

の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　

そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
、
地

域
で
支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
村
づ

く
り
（
共
生
社
会
）
の
実
現
に
向
け

て
、
普
段
か
ら
で
き
る
配
慮
や
工
夫

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
合
理
的
配
慮
」
と
は
？

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い

を
理
由
と
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取

扱
」
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
障
が

い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を

求
め
る
意
思
表
示
が
あ
っ
た
時
に
、

負
担
が
重
く
な
い
範
囲
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
個
人
に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ

り
ま
す
。
障
が
い
の
特
性
を
理
解

し
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
方
法
で
自
分

が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

▼
合
理
的
配
慮
の
具
体
例

・
話
は
ゆ
っ
く
り
と
分
か
り
や
す
い

　

表
現
で
す
る

・
筆
談
で
対
応
す
る

・
高
い
と
こ
ろ
に
陳
列
さ
れ
た
商
品

　

を
取
っ
て
渡
す　

な
ど

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
本
人
の
尊

厳
を
害
し
、
自
立
と
社
会
参
加
を
妨

げ
る
も
の
で
す
。
虐
待
し
て
い
る
人

に
虐
待
の
認
識
が
な
い
場
合
、
さ
れ

て
い
る
人
も
虐
待
だ
と
認
識
で
き

ず
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早
期

発
見
が
重
要
で
す
。
小
さ
な
兆
候
で

も
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

義
足
の
方
、
内
部
障
害
や
難
病
の

方
な
ど
外
見
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い

援
助
や
配
慮
が
必
要
な
方
が
周
囲
に

知
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
マ
ー
ク
で

で
す
。

　

他
に
も
街
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
の
あ
る
方
を
支
援
す
る
マ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
マ
ー
ク
の
意
味
を
理

解
し
、
見
か
け
た
際
は
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
回
紹
介
す
る
マ
ー
ク
は
一
部
で

す
。
詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」 

で
す

�

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�

℡
88

−

３
０
１
９

文化センター自主事業

障害者に関する
マークの一例

盲人のための
国際シンボルマーク

視覚障がい者の安全やバ
リアフリーに考慮された
施設などに付けられます。

ヘルプマーク
外見からではわからない
援助や配慮が必要な方を
知らせるマークです。

ほじょ犬マーク
公共施設や交通機関
など、障がい者が補
助犬を同伴すること
を受け入れる義務が
あります。

オストメイト
排泄機能に障がいのある
方およびオストメイトに
対応した施設であること
を表しています。

生涯現役！シルバー会員募集中です！

地域の皆さまのお役にたちます！仕事のお申し込みはお早めに！

 
◆ 駒ヶ根事務所 ◆ 飯島中川事務所

入会説明会 お気軽にお越しください
60歳以上の健康で働く意欲のある方はシルバー人材センターで働いてみませんか？

公益社団法人 駒ヶ根伊南シルバー人材センター 駒ヶ根市梨の木
2番22号

☎0265-83-8184 ☎0265-86-6288

毎月第３木曜日の午後2時から駒ヶ根事務所にて

パーカッション パフォーマンス プレイヤーズ !!　
日時・会場 12月７日（土）中川文化センター大ホール
 開演 14：00　開場 13：30
入 場 料 前売り券（大人2,000円、小学生以下1,000円）
 当日券は各500円増
チケット販売 全席自由　10月21日(月) ～
 中川文化センター、中川村図書館、ニルス(チャオ内)、
 ベルシャイン駒ヶ根店、平安堂座光寺店、カフェシフォン
【主催】中川村教育委員会 　【お問い合わせ】中川文化センター　TEL：88-1005



　10月27日～11月９日まで行われた読書週間
では、多くの皆さまから「あなたの一行」をご
応募いただき、ありがとうございました。その
一部をご紹介します。ご応募いただいたもの
は、リストを作成してありますので、カウンター
までお申し出ください。
　これからの本選びの参考にされてはいかがで
しょうか？

★12月15日（日）～28日（土）は、
　貸出冊数無制限サービスを行います。

★『なかがわむら方言かるた』の貸出も行っています
　　ので、ぜひお正月休みにご活用下さい。

  日　時  　 12月11日（水）　10：15 から　

  場　所  　 中川文化センター  小ホール　

  対　象  　 ０～３才くらい

№558広報9

本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2024年11月／第 156 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

2024 読書週間

あなたの 一行

年末年始 の  休 館 日

★「こんなくりかえしが、生きるってことです。」

　 『ハガネの歯』 クロード・ブージョン　文と絵

★「僕の人生は面白い。」

　 『凱旋　9歳で癌になった僕が17歳で
　　世界一になるまでの話』 小田 凱人　著

★「兵卒に罪はない。哀れなことではないか。」

　 『火怨　北の燿星アテルイ』 高橋 克彦　著

★「じつはまるっきり かんがえていない。」

 　『ドラえもん13』　 藤子・F・不二雄　作

★「そうか。あなたは、一度も不幸になった
　　ことがないんだわ。だからどんな状況でも
　　同じなのかも」

　 『化物園 日陰の鳥』 恒川 光太郎　著

★「あくびは 解散の合図のようなものだ。」

　 『幸福論』　 アラン　著

ご応募、ありがとうございました。

小さい子 クリスマス

　今年も恒例の「小さい子クリスマス おはなしのへや」
を開催します。
　おはなしボランティアグループ「ムーミンの会」の
皆さんによる、大型の絵本や紙芝居の読み聞かせやパネ
ルシアター、手あそびなど楽しい催しが盛りだくさんの
おはなし会です。サンタさんも来るかも !?
　皆さんでお誘い合ってお越しください。

おはなしのへや

12 月 29 日（日）  ▶ 1月 6 日（月）まで
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渡
場
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
望
む
高

台
の
墓
地
に
、
六
角
地
蔵
石
幢
が

建
っ
て
い
る
。
石
幢
は
、
六
角
～
八

角
の
仏ぶ

つ

龕が
ん

と
石
柱
、
笠
な
ど
か
ら

な
っ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
作
ら

れ
室
町
時
代
中
期
以
降
国
内
で
流
行

し
た
。「
幢ど
う

」
と
は
縦
に
細
長
い
旗

で
、
そ
れ
に
仏
の
像
や
教
え
を
書
い

て
供
養
し
た
も
の
で
、
仏
堂
を
飾
っ

た
り
、
竿
の
先
に
つ
け
た
り
、
柱
に

飾
っ
た
り
し
た
。
そ
の
旗
を
６
枚
合

わ
せ
た
形
を
石
で
表
現
し
た
の
が
六

角
石
幢
で
、
仏
の
供
養
の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
石
塔
婆
の
一
種
で
あ
る
。

　

石
幢
は
重
制
と
単
制
が
あ
り
、
重

制
石
幢
は
石
灯
籠
風
の
作
り
に
な
っ

て
い
る
。
単
制
石
幢
も
石
灯
籠
に
似

て
い
る
が
、
六
角
ま
た
は
八
角
の
石

柱
に
仏
像
を
ほ
り
、
そ
の
上
に
笠
が

か
ぶ
っ
て
い
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に

な
る
。
渡
場
の
六
角
地
蔵
石
幢
は
重

制
石
幢
で
、
江
戸
中
期
の
宝
暦
14
年

3
月
に
建
て
ら
れ
た
。
上
か
ら
宝

珠
・
請う

け

花ば
な

・
笠
の
下
に
仏
龕
が
あ

り
、
さ
ら
に
蓮
台
を
模
し
た
中
台
、

石
柱
、
基
礎
石
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
六
角
地
蔵
石
幢
の
仏
龕
は
、
他
の

重
制
石
幢
と
比
べ
て
丈
が
長
い
の
が

珍
し
い
上
、
笠
が
し
っ
か
り
広
が
っ

て
い
る
た
め
か
、
六
地
蔵
の
形
状
が

３
０
０
年
を
超
え
て
も
か
な
り
鮮
明

に
残
っ
て
る
。
六
地
蔵
が
も
っ
て
い

る
仏
具
や
形
状
か
ら
、
法
印
地
蔵

（
幢ど
う

幡ば
ん

）、
法ほ

っ

性し
ょ
う

地
蔵
（
香
炉
）、

武
家
の
関
係
だ
ろ
う
か
勝

し
ょ
う
ぐ
ん軍
地
蔵

（
兜

か
ぶ
と
よ
ろ
い

鎧
）、
陀だ

ら

に
羅
尼
地
蔵
（
施
無
印
・

引
摂
印
）、
地ち

じ持
地
蔵
（
念
珠
）、

宝ほ
う
し
ょ
う性

地
蔵
（
合
掌
）
で
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
輪
廻
転
生
の
六
道
を
守
護

す
る
仏
群
で
あ
ろ
う
。

　

石
柱
に
は
４
枚
花
弁
の
花
が
一
面

に
、
ほ
か
の
5
面
に
文
字
が
彫
ら
れ

て
い
る
が
、
か
な
り
判
別
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。『
中
川
村
の
石
造
文

化
財
』
に
よ
る
と
、「
宝
暦
十
四
年

甲
申
三
月
日
」
と
彫
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
「
為　

有
縁

無
縁
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
六
角
地

蔵
石
幢
は
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
墓
地

で
、
石
幢
で
な
い
も
う
ひ
と
組
の
六

地
蔵
と
と
も
に
大
切
に
祀
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
珍
し
い
石
幢
が
永
く
残
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

新着おすすめ本
◎小鳥とリムジン

小川 糸　著 
ポプラ社

　家族に恵まれず、生きる術も住
む場所もなかった女性・小鳥。18
歳の時から介護していた、父親と
名乗る「コジマさん」が亡くなっ
た日、ずっと心惹かれていたお弁
当屋さんのドアを開けて…。心と
体を取り戻す、いとおしい物語。

◎耳に棲むもの
小川 洋子　著 

講談社
　補聴器のセールスマンだった
父の骨壺から出てきた4つの骨
片。それは耳の中に棲んでいたも
のたちで…。あたたかく、ときに
禍々しく、静かに光を放つように
つづられた珠玉の作品集。

◎地獄の底で見たものは
桂 望実　著 

幻冬舎
　急に離婚を切り出された専業
主婦、働きぶりを否定された会社
員、教え子に逃げられたコーチ、
収入が途絶えたフリーアナウン
サー。日常に突如現れた落とし穴
から、したたかに這い上がるアラ
フィフ女たちを描く。

◎蘭医繚乱 洪庵と泰然
海堂 尊　著 
PHP研究所

　江戸時代後期、蘭学を志す者た
ちが、日本国中に現われた。その
中で、大坂に「適塾」を創った緒方
洪庵と、佐倉に「順天堂」を起ち上
げた佐藤泰然が、ひと際輝きを放
ち…。

◎家族
高嶋 哲夫　著 

角川春樹事務所
　住宅火災の跡から家族3人の
遺体が出た。唯一生き残った長
女・美咲は典型的なヤングケア
ラーだった。美咲が衝動的に家族
を殺して放火したという警察の
見解に違和感を覚えた雑誌記者
の真由美が突き止めた衝撃の真
実とは…?

55

渡
場六

角
地
蔵
石
幢

せ
き
ど
う

中
川
村
の
名
石
・
奇
石
・
珍
石

左：法性地蔵 
右：勝軍地蔵

左：陀羅尼地蔵
右：持地地蔵

宝珠 請花

笠

仏龕

中台
石柱

基礎
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歯医者さんに行こう！
令和２年度から節目年齢の方と妊婦さんの歯科
健診が上伊那であればどこの市町村でも受診で
きるようになりました。令和５年度の中川村の
受診率は他の市町村と比べ低い状況です。

  歯周病の予防   
お口の中の細菌の塊は3か月以上たつと壊れにく
くなるので、異常がない方でも3か月ごと歯科医
院でのメンテナンス受診が推奨されています。
最後に歯医者さんに行ったのはいつですか？ 

  歯周病健診が今なら500円！  
〈対象者〉令和６年度に30・40・50・60・70歳
　　　　　になる方
〈期　間〉令和７年2月28日まで

保健センター　TEL88-3002

vol.123

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記

～ 

新
隊
員
紹
介 

～

Q 

中
川
村
の
印
象
は
？

　

や
っ
ぱ
り
美
し
い
風
景
で
す
。
２

つ
の
ア
ル
プ
ス
が
見
え
る
と
い
う
の

は
、と
て
も
贅ぜ

い

沢た
く

だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
自
然
だ
け
で
な
く
、
南
向

発
電
所
や
坂
戸
橋
な
ど
の
建
造
物
ま

で
あ
っ
て
、
目
の
保
養
に
は
最
適
な

と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
な
っ

　 

た
き
っ
か
け
は
？

　

も
と
も
と
長
野
は
好
き
な
場
所

で
、
よ
く
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
、
小
水
力
発
電
に
関
わ
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
ん
な
中
で
今
回
の
募
集
を
見

て
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

Q 

活
動
内
容
と
今
後
の
目
標
は
？

　

昨
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
を
受
け
て
、
作
ら
れ
た
実
行
計

画
の
中
で
、
太
陽
光
・
小
水
力
・
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
創
電
事
業
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
し
な
が
ら
、
当
面
は
役

場
に
事
務
局
が
あ
る
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
具
体
的

な
事
業
計
画
を
立
て
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
も

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
取
組
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
身
近

な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い

て
、
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活

動
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

年　

齢 

出
身
地 

特　

技 

趣　

味

 

任
務
内
容

51
歳

東
京
都（
千
代
田
区
）

思
い
つ
き
ま
せ
ん

サ
ッ
カ
ー（
見
る
方
）

ド
ラ
イ
ブ

創
電
事
業

山
やま

田
だ

　正
まさ

利
とし

　

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
、
村
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
た
な
隊
員

を
迎
え
、
日
々
地
域
お
こ
し
の
た
め

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
記
」
は
、
新
し
い
隊
員
を
紹
介
し

ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事

業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
や
地
域
防
災
組
織
育
成

な
ど
を
目
的
と
し
て
助
成
を
行
う
事

業
で
す
。

　

今
年
度
は
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
渡
場
地
区
で
集

会
所
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

助
成
金
額
は
２
５
０
万
円
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
区
の
み
な

さ
ん
が
集
会
所
を
利
用
し
や
す
く
な

り
、
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

�

℡
88

−

３
０
１
７

 上伊那郡の成人および妊婦歯科健診受診率(令和5年) 
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令和５年度歯科健診受診率
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20.9% 

11.7% 
13.7% 

18.5% 17.5%

コミュニティ
助成事業
について

宝
く
じ
助
成
事
業
紹
介



2024（R6）. 11. 15 12

　

令
和
６
年
中
（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）
に
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
の
紛
失
な
ど
で
、
１
年
間

の
納
付
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
役
場
担
当
で
お
答
え
し
て
い
ま

す
。

　

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
場

合
、
折
り
返
し
ご
連
絡
し
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

住
民
税
務
課
税
務
係

℡
88

−

３
０
１
８

・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

℡
88

−

３
０
１
９

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

℡
88

−

３
０
１
９

　

広
報
な
か
が
わ
10
月
号
「
お
し
ら

せ
」
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
お
問
い

合
わ
せ
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
再
度
周
知
し
ま
す
。

　

生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
該
当

の
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
９

月
中
に
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
便
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
１
月
６
日
ま
で
に
請
求

手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、
令
和
６
年

10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
早
め
に
お

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
場
合
は
、
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
５
７
０

−

０
５

−

４
０
９
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
基
礎
年
金
番
号
か
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

を
ご
用
意
し
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　
『「
誰
か
」
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

～
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
よ
う
～
』
を
テ
ー
マ
と

し
、
第
76
回
人
権
週
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

国
民
の
自
由
と
権
利
は
、
自
分
勝

手
な
都
合
や
権
利
の
主
張
で
他
人
に

迷
惑
を
か
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自

分
た
ち
の
力
で
人
権
を
守
り
育
て
、

お
互
い
の
幸
せ
を
求
め
る
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
週
間
中
、
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

 

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す 

　

高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
い
じ

め
な
ど
の
人
権
に
関
す
る
問
題
で
心

配
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

12
月
５
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

　

人
権
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
野

地
方
法
務
局
伊
那
支
局
（
℡
78

−

３
４
６
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

美
里
地
区
～
陣
馬
形
山
～
折
草
峠

間
の
林
道
黒
牛
折
草
峠
線
は
、
12
月

９
日（
月
）か
ら
冬
季
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。通
行
止
め
の
解
除
は
、令
和

７
年
４
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

冬
季
の
間
は
、
左
記
施
設
が
閉
鎖

と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

村
で
は
、
令
和
５
年
３
月
22
日
に

「
中
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
」
を
発
出
し
、
２
０
５
０
年
度

ま
で
に
村
域
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
宣
言
の
実
現
に
向
け
、キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
30
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
講
演
会

「
脱
炭
素
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
よ
う
」

　

信
州
大
学
人
文
学
部
准
教
授　

　

茅
野
恒
秀
氏

・
体
験
、
教
室

　

デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
「
ス
フ
ィ
ア
」

で
知
る
地
球
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験　

な
ど

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対象施設 閉鎖期間
村民グラウンド 
および北側トイレ 
(多目的トイレは使用可)

令和６年
12月６日(金)から 
令和７年
３月24日(月)まで社会体育館前

水飲み場

アンフォルメル
　中川村美術館

令和６年
12月２日(月)から 
令和７年
３月19日(水)まで

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の

納
付
額
の
確
認
を
！

住
民
税
務
課
税
務
係

℡
88

−

３
０
１
８

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

請
求
を
受
け
付
け
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
88

−

３
０
１
８

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

人
権
週
間
で
す

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
88

−

３
０
１
８

林
道
黒
牛
折
草
峠
線

冬
季
通
行
止
め

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

℡
88

−

３
０
４
２

教
育
委
員
会
管
理
施
設
の

一
部
を
冬
季
閉
鎖
し
ま
す

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

℡
88

−

１
０
０
５

「
み
ん
な
で
知
ろ
う
！

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」を

開
催
し
ま
す

建
設
環
境
課
環
境
係

℡
88

−

３
０
５
１

林道黒牛
折草峠線
冬季通行止め
について

記事ID：7657

「みんなで知ろう！
カーボンニュートラル」
について

記事ID：10745
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長
野
県
知
事
が
盛
土
な
ど
に
よ
り

人
家
や
そ
の
ほ
か
の
保
全
対
象
に
被

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
区
域
を

指
定
し
ま
す
。
規
制
区
域
内
で
一
定

の
盛
土
な
ど
を
行
う
場
合
は
許
可
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
規
制
の
開
始
時
期

　

令
和
７
年
５
月
（
予
定
）

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
一
層
気
軽
に
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
検
査
結
果
が

当
日
に
わ
か
る
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ

ジ
ア
の
相
談
、
検
査
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
日
時
（
完
全
予
約
制
）

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
即
日
検
査

　

毎
月
第
１
・
２
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

村
で
は
「
飯
島
都
市
計
画
区
域
」

用
途
地
域
に
つ
い
て
、
変
更
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦じ

ゅ
う
ら
ん覧し

ま

す
。
ま
た
、
変
更
案
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
縦
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ

る
「
意
見
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間

　

12
月
２
日（
月
）～
12
月
16
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所

　

役
場
２
階　

建
設
環
境
課

▼
意
見
書
の
提
出

・
申
し
出
で
き
る
方

　

村
に
お
住
ま
い
の
方
、
そ
の
ほ
か

利
害
関
係
を
有
す
る
方

・
提
出
先

　

建
設
環
境
課
窓
口
へ
直
接
提
出
ま

た
は
郵
送
（
期
間
内
必
着
）

　

毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
後
２
時
～
６
時

・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
に
あ
わ
せ
て
実
施

▼
検
査
結
果
告
知
日

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
即
日
検
査

　

検
査
か
ら
１
時
間
後

・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
検
査

　

検
査
か
ら
10
日
後

▼
予
約
方
法

　

エ
イ
ズ
専
用
予
約
電
話
（
℡
76

−

９
９
７
７
）
か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い

▼
場
所

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

▼
費
用

　

個
別
相
談
の
結
果
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性

感
染
症
検
査
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

方
に
つ
い
て
は
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
を
対
象
に
決
算
書
の

作
成
方
法
や
注
意
点
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

・
営
業
所
得
ま
た
は
不
動
産
所
得
関
係

　

①
青
色
申
告
者　

②
白
色
申
告
者

・
農
業
所
得
関
係

　

③
青
色
申
告
者

▼
日
時

 
❶ 
青
色
申
告
者 

　

12
月
10
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
12
時

　

田
島
地
区
お
よ
び
中
央
地
区
で
一

部
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
を
行

い
、
白
地
地
域
に
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
白
地
地
域
の
形
態
規
制
（
容

積
率
／
建
ぺ
い
率
）
の
定
め
に
つ
い

て
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

素
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。
ま
た
、
素
案
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
縦
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る

「
意
見
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間

　

12
月
２
日（
月
）～
12
月
16
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所

　

役
場
２
階　

建
設
環
境
課

▼
意
見
書
の
提
出

・
申
し
出
で
き
る
方

　

村
に
お
住
ま
い
の
方
、
そ
の
ほ
か

利
害
関
係
を
有
す
る
方

・
提
出
先

　

建
設
環
境
課
窓
口
へ
直
接
提
出
ま

た
は
郵
送
（
期
間
内
必
着
）

 

❷ 

白
色
申
告
者 

　

12
月
10
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

❸ 

青
色
申
告
者 

　

12
月
12
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
12
時

▼
会
場

 

❶ 

青
色
申
告
者 ��

❷ 

白
色
申
告
者 

　

伊
那
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

 

❸ 

青
色
申
告
者 

　

Ｊ
Ａ
上
伊
那
本
所
３
階

　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

寺
平　

碧あ
お

く
ん　
　
　
（
中　

組
）

（
優
伊
・
史
織
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

平
澤　

祥
正
さ
ん　
　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
85
歳
）

　

大
島　

優
さ
ん　
　
　
（
小
和
田
）

　
　
　
　
　
　
（
77
歳
）

　

目
黒　

ヒ
ナ
子
さ
ん　
（
南　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
88
歳
）

決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

伊
那
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

℡
72

−

２
１
７
３

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
相
談

お
よ
び
検
査
を
実
施
し
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

℡
76

−

６
８
３
７

「
飯
島
都
市
計
画
区
域
」

用
途
地
域
の
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す

建
設
環
境
課
建
設
係

℡
88

−

３
０
５
１

白
地
地
域
に
お
け
る

容
積
率
制
限
等
の
素
案
を

縦
覧
し
ま
す

建
設
環
境
課
建
設
係

℡
88

−

３
０
５
１

宅
地
造
成
や
特
定
盛
土
な
ど

の
規
制
が
始
ま
り
ま
す

長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

℡
０
２
６

−

２
３
５

−

７
２
９
７

宅地造成及び
特定盛土等
規制法について
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むらのできごと
10/1(火)～10/3(木)    北海道中川町中学生来村

10/10(木) 
  全国大会出場選手を激励！

10/19(土)  
  村の産業を盛り上げる

10/17(木) 
  （株）ニシザワから図書の寄贈

10/20(日) 
  誰もが安心して暮らせる村を目指して

　村と姉妹町村連携を結ぶ北海道中川町の中学
２年生13名が２泊３日で中川村を訪れました。
　中学生同士の交流では、両校の２年生が郷土
料理の五平餅づくりを通して交流を深め、でき
あがった五平餅と村の学校給食を一緒に食べま
した。
　そのほか、陣馬形山頂から伊那谷の特色ある
地形を眺めたり、果樹農家での果樹の収穫など、
北海道とは違った文化や生活を体験しました。

　松
まつ

原
ばら

寧
ね

音
ね

さん(中央)は第78回国民スポーツ大会女子
100m平泳ぎで全国６位入賞。また日本選手権水泳競技
大会女子50m平泳ぎへ出場しました。
　奥

おく
山
やま

文
ふみ

章
あき

さん(沖町)は北信越ジュニア体操選手権大会
で個人総合７位となり、全国ブロック選抜U-12体操競
技選手権大会への出場を決めました。　

　中川ショッピングセンターチャオを中心に「なかがわ
産業祭」が開催されました。
　毎年恒例の北海道交流物産の販売をはじめ、村内のお
店が集まった出店コーナー、高所作業車体験や信州プロ
レスなどが行われ、会場は多くの方で賑

にぎ
わいました。

　創立100周年を迎えた(株)ニシザワから、「村の教育
推進のために」と、小中学校へ図書が寄贈されました。
　中川東小学校では、絵本などを中心に学校が希望する
図書20冊が寄贈され、同社、カルチャー事業部の唐澤
部長は「電子化が進むなか、紙の文化を提供していきた
い。ぜひ、本に親しみを持ってもらいたい。」と学校へ
目録が手渡されました。

　第29回中川ふれあい福祉広場がサンアリーナで開催
され、子どもからご高齢の方まで世代を超えたふれあい
交流を楽しみました。
　今年もたくさんのブースが並び、ステージでは手話に
よる歌や保育園児、小学生によるダンスなど会場は大い
に盛り上がりました。

左から 片桐教育長、奥山さん、松原さん、
スポーツ団体連絡協議会 澤田会長
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vol.157

今月は片桐保育園
「ゆり２組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９：30～16：00
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10：30～15：30

【閉 所 日】　毎週水曜日

vol.158

お知らせ （バンビーニの12月の予定）

　10月8日(火)　歯科衛生士さんのお話
　7組16人が参加。「お子さんのお口の機能を育て
る遊び」をテーマに歯科衛生士の根橋さんより手作
りおもちゃキットの作り方の説明や遊び方などを
教えていただきました。

ちびっこ消防団になりました！！

げんきいっぱい　なかよし８人組！！

ゆり２組（年少）
男の子５人　女の子３人　計８人

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

・あっこ先生の来所日
　２日（月）	 10:00 ～ 12:00
・就業相談　予約制　＊お子さん連れでも相談できます。
　２日（月）	 10:00 ～ 16:00
・入園グッズ作り相談会　予約制
　３日（火）	 10:00 ～ 12:00
・おしゃべり会『赤ちゃん集まれ！』　予約制
　12日（木）	 10:30 ～ 11:30　
・お楽しみ会『英語であそぼ！クリスマス☆』　予約制
　22日（日）	 10:45 ～
・作業療法士さんに聞いてみよう　予約もできます
　14日（土）	 11:00 ～ 13:00
　26日（木）	 10:30 ～ 12:30
※急きょ変更になるかもしれませんので、「バンビーニGoogle
カレンダー」または「中川村公式LINE」でもご確認ください。
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■
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〕https://w
w

w
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a.nagano.jp/
〔

Ｅ
メ

ー
ル

〕info@
vill.nagano-nakagaw

a.lg.jp
■

編
集

　
広

報
編

集
委

員
会

　
　

■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
４
年

（
令
和
６
年
）

⑪

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【11月１日現在】
（　）内は対前月

人口 男 女 世帯数
4,625人（＋1） 2,204人（＋2） 2,421人（−1） 1,707世帯（＋3）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

へ未来 なかがわ vol.75

● 宮
みや

 下
した

 徳
のり

 久
ひさ

 さん（中央）
駒ヶ根工業高等学校 ２年（17歳）

　11月１日(金)から３日(日)までの
３日間、第49回中川村文化祭が中川
文化センター周辺施設で開催されま
した。
　展示の部は、29団体・14個人の計
900点以上の作品が社会体育館に展
示され、来場者は時間をかけてゆっく
りと楽しみました。
　ステージの部は、大ホールを舞台に
21団体が出演しました。文化祭に向
けた練習の成果を発揮し、会場を大い
に盛り上げました。
　そのほか、軽食コーナーや体験コー
ナーなども充実し、文化の秋にふさわ
しい３日間となりました。

文化の華、咲き誇る

― 高校生活はどうですか？
　工業の中でも情報技術の分野と関わり
が強く、情報の実習がとても楽しいです。
　クラブ活動では、航空技術研究同好会
に所属して、ドローンを扱って空撮などを
やっています。空から見た映像は地上から
では見られない景色なので、操縦していて、
とても楽しいです。
― 今頑張っていることはなんですか？
　工業や情報の授業ももちろんですが、同
時に多くの資格を取得することも頑張って
います。また、ドローンの操縦技術の向上
や趣味の写真撮影にも力を入れています。
― 中川村の好きなところは何ですか？
　自然が多いことや静かな環境で自分が取
り組みたいと思ったことに集中しやすいと
ころです。
― 10年後どうなっていたいですか？
　情報分野でも興味のある土木分野でも
いいので、定職に就いていたいです。
― 中川村の未来に一言お願いします！
　村民一人ひとりの個性が強く、さまざま
な物事に取り組みやすい自由な今の雰囲気
が続いてくれるととても嬉しいです。

友だちと（右）

クラブ活動


